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全国地震動予測地図において、最大速度の地盤増幅率は経験式と地
形区分から推定されているが、実際の表層地盤の状態は十分に反映
できていない場合がある。

改訂の背景 現行の地盤増幅率の評価手法

最大速度の地盤増幅率微地形区分

推定
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平成29年にモデルに追加
した範囲（関東地方のみ）

・地質情報、探査データ、ボーリング、地震観測記録に
基づいて、関東地方について地表までの地盤モデルを
追加（平成２９年）

平成29年以前から
モデル化されていた範囲

改訂の背景 浅部・深部統合地盤モデル

※ 関東地方の浅部・深部統合地盤モデルは、地震本部の成果に加え、内閣府による

下記の研究成果を利用して作成されている。

 戦略的イノベーション創造プログラム「レジリエントな防災・減災機能の強化」

∟ テーマ⑤「リアルタイム被害推定・災害情報収集・分析・利活用システム開発」

∟ サブテーマ「地震被害推定のための地下構造モデルの構築」
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改訂のポイント 地盤増幅率の評価手法

現行手法
改訂手法

（浅部・深部統合地盤モデルがある場合）

評価式
工学的基盤と表層地盤での平均S波速度(AVS)の比から、各地点における最大
速度の地盤増幅率を推定する経験式（藤本ほか，2006）

表層地盤での
AVSの評価

微地形区分から推定（松岡ほ
か，2005の方法による）

浅部・深部統合地盤モデルから、表層30mのS

波速度の平均値

工学的基盤の上
面

深部地盤モデルのVs=600m/s

層の上面
浅部・深部統合地盤モデルのVs=350m/s層の
上面

工学的基盤での
AVSの評価

600m/s
浅部・深部統合地盤モデルから、工学的基盤
の上面から直下30mのS波速度の平均値

地表面
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（2005）

AVS30EBを一律 600m/sとして
増幅率を計算
→無限小の 厚を持つ600 m/s 
を挿入

浅部地盤

                
       

              

微地形区分 ら  の方法を
用いて推定した増幅率を採用

地表面

          

          

深部地盤の 構造も用いて
       を計算
（         の 厚が30m以下の
場合は       ＞350 (m/s)）
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地盤モデルを用いて
推定した増幅率を採用

（現行手法の概念図） （改訂手法の概念図）
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改訂のポイント 地盤増幅率の比較(例)

ローム台地

現行手法による最大速度の地盤増幅率（補正済）※

（浅
部
・深
部
統
合
地
盤
モ
デ
ル
を
用
い
る
場
合
）

改
訂
手
法
に
よ
る
最
大
速
度
の
地
盤
増
幅
率

扇状地

現行手法による最大速度の地盤増幅率（補正済）※

【改訂のポイント】

現行手法では、微地形区分ごとの平均的な値を推定しており、
地盤の地域的な特性が十分評価できない。

改訂手法では、地域的な特性が考慮された地盤モデルを用いて、
より正確に地盤増幅率を評価できる。

※工学的基盤の定義の相違を補正するため、現行手法はVs=600m/s面に対する最大速度の地盤増幅率を
1.4で除した値（工学的基盤をVs=400m/s面に設定したことに相当する増幅率）を記載


